
 

 

 

 

 

■卒業式が行われました 

３日の月曜日、春の到来を感じる暖かな気候のもと卒業式

が行われ、３年生が前橋女子高校を巣立っていきました。卒

業生代表の津田さんの言葉からは、前女での３年間のたくさ

んの思い出とともに、周りの人への大きな感謝の気持ちが伝

えられ、前女らしい感動的な卒業式となりました。３階の教

室がぽっかりと空いた校舎は、寂しさがまだ残りますが、３

年生の卒業とともに、実質的に１学年上のステージに立った

皆さんには、これまでの前女の伝統をしっかり受け継いでま

すます前女を盛り上げていってほしいと思います。そして、

よく見ておいてほしいのは、卒業後も学校に来て後期入試の

ために勉強を続ける先輩の姿（合格が決まって私服で楽し気

に学校に来る先輩もいますが・・・）。最後の最後まで望みを捨てずに努力を重ねる先輩の姿は、きっと後輩の皆さん

にとっても大きな刺激になるはずです。最後まで頑張り抜いた先輩たちの姿を目に焼き付けておきましょう。次はい

よいよ皆さんたちの番です。 

 

■令和 7 年度大学入試合格状況 

 国公立大学の公募制推薦入試・総合型選抜入試の合否結果がほぼ出そろい、また、私立大学の結果も続々と報告が

届いています。多くの先輩たちは前期入試の結果待ちですが、現時点で判明している大学合格状況（第 1 弾）を紹介

します。（私大は 2月末判明分なので、今後の合格数は加算されて集計されます） 

 

国公立大（総合型選抜・公募制推薦）合格状況 私立大学合格状況

［総合型選抜］ ※合格5名以上の大学を抜粋

大学 人数 学部 大学 のべ人数 大学 のべ人数

東北大 3 工・医－保健・薬 国際医療福祉大 6 東京経済大 6

お茶の水女子大 1 理 共愛学園前橋国際大 9 東京女子大 10

神奈川県立保健福祉大 1 保健福祉 高崎健康福祉大 23 東京電機大 7

［公募制推薦］ 獨協大 22 東京農業大 9

大学 人数 学部 文教大 12 東京薬科大 8

岩手大 1 獣医 千葉工業大 45 東京理科大 13

筑波大 1 医ー医 青山学院大 5 東洋大 19

群馬大 9 共同教育(5)・理工・医ー医(3) 北里大 14 日本大 18

千葉大 1 看護 國學院大 9 日本女子大 8

お茶の水女子大 1 文教育 国士舘大 8 法政大 18

横浜国立大 1 理工 駒澤大 12 東京都市大 7

新潟大 2 医ー医(2) 芝浦工業大 16 武蔵野大 11

富山大 1 薬 成蹊大 7 明治大 11

岐阜大 1 医－医 専修大 8 明治学院大 14

高崎経済大 3 地域政策(2)・経済 大東文化大 5 明星大 5

県民健康科学大 1 診察放射線 玉川大 5 立教大 14

東京都立大 1 法 中央大 15 早稲田大 11

和歌山県立医科大 1 薬 津田塾大 9 神奈川大 10

（注）1人で複数学部の合格をもらっているケースがあるため私大はのべ合格数です

医学科合格状況

国公立大 7

私立大 4

筑波・群馬(3)・新潟(2)・岐阜

国際医療福祉・北里・岩手医科・杏林
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■2026 大学入試の話題から 

大学入試問題というのは、それぞれの大学のアドミッ

ション・ポリシーに基づき、「こういう力をつけて入って

きて欲しい」という明確なメッセージをもって作成され

ています。海外の優秀な大学と比べて、女子学生率の低

さが何かと話題にあがる東京大学では、今年度の入試問

題で象徴的な問題が出題されました。 

（以下、毎日新聞記事より） 

国公立大の 2次試験 2日目となった 26日、各地で試験

が実施された。東京大では地理歴史の 2科目で女性の社

会進出に関する問題が出された。東大は女子学生が 2割

前後と少ないことで知られ、これから入学する学生への

メッセージとも受け取れるような出題となった。 

 女性の社会進出が題材となったのは「日本史探究」と

「世界史探究」。日本史探究では、日中戦争〜太平洋戦争

と高度経済成長期における日本の男女の働き方の変化に

ついて、その理由などが問われた。 

 世界史探究では、古代ギリシャの詩などから世界にお

ける女性の社会的な地位や役割の変遷について考えさせ

る問題が出された。 

 

■「大学入試基礎用語」第１2 回（後期入試とは） 

 国公立大前期日程の入試が終了し、卒業していった先

輩たちの中には、今も学校に来て勉強している人もいま

す。彼女たちは何の勉強をしに来ているのでしょうか。 

 実は国公立大学の入試日程には［前期・中期・後期］

の３つの日程が設定されており、残念ながら前期で不合

格だった受験生が中期・後期の入試に臨むことがありま

す（一部後期日程のみ実施する大学もあります）。学校に

来ている卒業生の多くは、６日から行われる前期日程の

合格発表をうけて、もし不合格だった場合に備えて１２

日から始まる後期入試の準備をしているわけです（偉い

ですよね。本当に頭が下がります）。 

 国公立大への進学を目指す受験生にとっては、まさし

くラストチャンスといえます。その性質上、敗者復活戦

的なイメージがあり、また公表される倍率も高倍率のと

ころが多いため、どうしても悲壮感漂う受験に見られが

ちです。ですが、後期日程は国公立大学を目指す生徒に

とっては意外にチャンスが多い、というのも事実です。 

上の表は、ある年の後期日程の欠席率を表したもので

す。出願したものの前期で合格した人や（前期入試の入

学手続きをした時点で後期入試の受験資格がなくなりま

す）、私大への進学を決めた人は当然受験しませんから、

見た目以上に倍率が低いのが実情です。毎年、「実際に受

験してみたら席がスカスカだった」という声を必ず聞き

ます。また、最近では後期入試の合格発表が終わった直

後に追加合格の連絡が来て、最後の最後で入学の切符を

手にした生徒もいます。進学先を決めた人が新しい生活

の準備を始める姿を見ながら受験するのは、確かに辛い

ですが、それでも最後まで頑張っていれば大きなチャン

スがまだ残っているのです。国公立大や現役での進学の

優先度が高い人は、第一志望校に加え、後期日程をどう

するかということも考えながら受験計画を立てることに

なります。 


